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ゼロエミッション船等の建造促進事業
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◼ 我が国の運輸部門からのCO2排出量のうち、船舶は自動車に次いで大きな
割合(5.5％)を占め、2050年のカーボンニュートラル実現に向けては、水素・
アンモニア燃料等を使用するゼロエミッション船等の普及が必要不可欠。

◼ ゼロエミッション船等の建造に必要なエンジン、燃料タンク、燃料供給システム等
の生産基盤の構築・増強及びそれらの設備を搭載（艤装）するための設備
整備のための投資等を支援し、ゼロエミッション船等の供給体制の整備を図る。
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事業内容

今後、ゼロエミッション船等への代替建造が急速に進むと見込まれ
ることを踏まえ、ゼロエミッション船等の供給基盤確保を推進するた
め、以下の補助を行う。

①ゼロエミッション船等の建造に必要となるエンジン、燃料タンク、燃
料供給システム等の生産設備の整備・増強

②上記舶用機器等を船舶に搭載（艤装）するための設備等の
整備・増強

燃料供給システム等燃料タンク

事業イメージ

エンジン

艤装設備（クレーン）

①舶用事業者に対しゼロエミッション船等の重要舶用機
器の生産設備の導入を支援

②造船事業者に対しゼロエミッション船等のエンジン、
燃料タンク、燃料供給システム等の搭載に必要な
クレーン等の艤装設備等の導入を支援

事業の効果

海運分野における脱炭素化促進に資するとともに、ゼロエミッ

ション船等の建造需要を取り込むことにより、我が国船舶産

業の国際競争力強化を図る。

準備状況

本年3月、執行団体を決定。令和６年度早期に事業の公

募を行うべく準備中。
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